大阪府条例第　　　号

大阪府附属機関条例の一部を改正する条例

第一条　大阪府附属機関条例（昭和二十七年大阪府条例第三十九号）の一部を次のように改正する。

　　次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に傍線で示すように改正する。

	改正後
	改正前

	
	


株式会社大阪府食品流通センターの株式の

払いに当たっての専門的な

	項の審査に関する事務

	


大阪府原子炉問題審議
	会
	（略）


		
	（略）

	（略）


	大阪府入札監視等委員会

	（略）



府の発注する役務の提供の業務に係る地方自治法施行令（昭和二十二年政令第十六号）第百六十七条の十の二第三項に規定する落札者決定基準の策定、同条第五項の規定
による落札者の決定並びに同令第百六十七条の二第一項第二号の規定による随意契約の締結のため公募の方法により事業者を選定する場合の当該事業者の選定の基準の策
定及び当該事業者の選定に当たっての審

	査に関する事務

	
	大阪府建設工事等総合評価審査会

	府の発注する建設工事、測量及び建設コンサルタントの業務等に係る地方自治法施行令第百六十七条の十の二第三項に規定する落札者決定基準の策定及び同条第五項の規定による落札者の決定に当たっての審査に関する事務


	（略）

	（略）


	大阪府文化振興会議
	（略）


	（略）

	（略）


	大阪府子ども施策審議会

	大阪府子ども条例（平成十九年大阪府条例第五号）第十条第二項（同条第四項において準用する場合を含む。）に規定する事項その他同条例第一条に規定する子ども施策（大阪府子どもを虐待から守る条例（平成二十二年大阪府条例第百五号）第四条第一項に規定する虐待防止施策を含む。）の総合的な実施についての重要事項の調査審議に関する事務

	（略）

	（略）


	大阪府スマートエネルギービジネスシーズコンペ審査会
	再生可能エネルギーの開発及び導入並びにエネルギーの供給源の多様化に資する事業の企画に関する民間事業者等による提案についての審査に関する事務

	（略）

	（略）


	大阪府環境影響評価審査会

	大阪府環境影響評価条例（平成十年大阪府条例第三号）第四条第三項、第八条（同条例第三十五条第一項において準用する場合を含む。）、第十七条（同条例第三十四条第三項及び第三十五条第一項において準用する場合を含む。）及び第二十九条第四項（同条例第三十五条第一項において準用する場合を含む。）に規定する事項並びに環境影響評価法の一部を改正する法律（平成二十三年法律第二十七号。以下この項において「法」という。）第二条の規定（附則第一条第二号及び第三号に掲げる改正規定を除く。）の施行の日前において行政手続法（平成五年法律第八十八号）第三十六条に規定する行政指導その他の措置の定めるところに従って作成された法第二条の規定による改正後の環境影響評価法（平成九年法律第八十一号）第五十三条第一項第一号に掲げる書類についての環境の保全に関する専門的な事項についての調査審議に関する事務


	（略）

	（略）


	大阪府農業振興地域整備審議会

	（略）


		
	（略）

	（略）



	二　（略）
三　（略）

名称

担任する事務

大阪府教育振興基本計画審議会

（略）


	

	
	

	
	


第二条　大阪府附属機関条例の一部を次のように改正する。

　　次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に傍線で示すように改正する。

	改正後
	改正前

	
	

	別表第一（第二条関係）

　一　（略）
名称

担任する事務

（略）

（略）

大阪府新型インフルエンザ等対策審議会
新型インフルエンザ等（新型インフルエンザ等対策特別措置法（平成二十四年法律第三十一号）第二条第一号に規定する新型インフルエンザ等をいう。）の発生の予防及びまん延の防止のための総合的な施策に関する専門的な事項についての調査審議に関する事務
（略）
（略）
　二・三　（略）
	別表第一（第二条関係）

　一　（略）
名称

担任する事務

（略）

（略）

大阪府新型インフルエンザ対策審議会

新型インフルエンザの発生の予防及びまん延の防止のための総合的な施策に関する専門的な事項についての調査審議に関する事務
（略）
（略）
　二・三　（略）

	
	

	
	


附　則

（施行期日）

１　この条例中第一条の規定は平成二十五年四月一日から、第二条の規定は規則で定める日から施行する。

（大阪府文化振興条例の一部改正）

２　大阪府文化振興条例（平成十七年大阪府条例第十号）の一部を次のように改正する。

次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に傍線で示すように改正する。

	改正後
	改正前

	
	

	目次

　第一章・第二章　（略）

　第三章　大阪府市文化振興会議への諮問等（第七条・第八条）

　第四章　（略）

　附則

文化は、人類の英知の積重ねにより生み出される貴重な財産であり、先人が培ってきた文化を継承し、発展させるとともに、多様な文化を受容しながら、新たな文化を創造し次世代へと引き継いでいくことは、私たちの願いであり、責務である。

大阪は、いにしえより、難波の宮の時代を経て現代に至るまで、東アジアをはじめとする諸外国の文明や文化の交流のための表玄関として、わが国の文化の形成に極めて重要な役割を果たすとともに、多様な文化を積極的に受け入れることにより、上方文化をはじめとする独自の文化を育み、府民はこれを誇りとしてきた。

少子高齢社会の到来や価値観の多様化に伴い、社会の構造が大きく変化している中で、人々の個性、心の豊かさ、人と人とのきずなやお互いの人権を大切にする地域社会づくりが必要である。また、国際化や情報化が急速に進展する中、魅力と存在感のある都市づくりが必要である。

このためには、文化の力により、人々の感性や表現力を高め、社会参加や交流を促すとともに、創造力豊かな人材を育成していかなければならない。

さらに、まちを魅力的でにぎわいのあるものとするために、新たな文化や産業が次々と生まれるような創造的活動が活発に行われる土壌づくりを行うとともに、世界に向けての情報の発信力を持たなければならない。

ここに、誰もが生きがいをもって幸せに暮らすことができ、活力あふれる大阪づくりに向けて、府、府民及び事業者が協働して、文化の振興に力強く取り組むことを決意し、この条例を制定する。

（目的）

第一条　この条例は、文化が人々の生きがい及び創造力の源泉であることに鑑み、文化の振興に関し、基本理念を定め、府の責務並びに府民及び事業者の役割を明らかにするとともに、文化の振興に関する施策の基本となる事項を定めることにより、それぞれの連携及び協力の下に、文化の振興を推進し、もって心豊かで潤いのある府民生活を実現し、個性豊かで活力のある地域社会の発展に寄与することを目的とする。

（基本理念）

第二条　文化の振興に当たっては、文化を創造し、これを享受することが人々の生まれながらの権利であることに鑑み、府民が等しく、文化を身近なものとして感じ、これに参加し、又はこれを創造することができるような環境の整備が図られなければならない。

２　（略）

３　文化の振興に当たっては、府民、事業者並びに府外から通勤及び通学をする者等の自主的かつ主体的な活動が、文化を創造し、保存し、及び継承していくための原動力となることに鑑み、これらの人々の活動を支援するとともに、大阪の文化を担う人材の育成が図られなければならない。

４―７　（略）

（府の責務）

第三条　（略）

２　府は、文化の振興を推進する上で市町村が果たす役割の重要性に鑑み、市町村が文化の振興に関する施策を実施しようとする場合は、情報提供、助言その他の必要な支援の措置を講ずるよう努めるものとする。

　　　第三章　大阪府市文化振興会議への諮問
　　　　　　　等

（大阪府市文化振興会議への諮問）

第七条　知事は、あらかじめ、次に掲げる事項に関して、大阪府市文化振興会議に諮問し、その意見を聴かなければならない。

一・二　（略）

（スポーツ文化の振興）

第十三条　府は、スポーツが、人々の健康を増進し、生きがいを高め、交流等を促進する文化的な役割を果たしていることに鑑み、府民がスポーツに親しみ、楽しむことができるよう必要な措置を講ずるよう努めるものとする。

（学術文化の振興）

第十四条　府は、学術が文化の振興の基盤をなすことに鑑み、学術の研究の振興に努めるものとする。

（都市の景観等の活用等）

第十六条　府は、風格ある都市の景観及び豊かな生活空間が文化の基盤をなすことに鑑み、府民の生活及び文化の反映である都市の景観、歴史的景観及び自然景観の創造及び保全を図るとともに、これらを活用するため、必要な措置を講ずるよう努めるものとする。
	目次

　第一章・第二章　（略）

　第三章　大阪府文化振興会議への諮問等（第七条・第八条）

　第四章　（略）

　附則

文化は、人類の英知の積重ねにより生み出される貴重な財産であり、先人が培ってきた文化を継承し、発展させるとともに、多様な文化を受容しながら、新たな文化を創造し次世代へと引き継いでいくことは、私たちの願いであり、責務である。

大阪は、いにしえより、難波の宮の時代を経て現代に至るまで、東アジアをはじめとする諸外国の文明や文化の交流のための表玄関として、わが国の文化の形成に極めて重要な役割を果たすとともに、多様な文化を積極的に受け入れることにより、上方文化をはじめとする独自の文化を育み、府民はこれを誇りとしてきた。

少子高齢社会の到来や価値観の多様化に伴い、社会の構造が大きく変化している中で、人々の個性、心の豊かさ、人と人とのきずなやお互いの人権を大切にする地域社会づくりが必要である。また、国際化や情報化が急速に進展する中、魅力と存在感のある都市づくりが必要である。

このためには、文化の力により、人々の感性や表現力を高め、社会参加や交流を促すとともに、創造力豊かな人材を育成していかなければならない。

さらに、まちを魅力的でにぎわいのあるものとするために、新たな文化や産業が次々と生まれるような創造的活動が活発に行われる土壌づくりを行うとともに、世界に向けての情報の発信力を持たなければならない。

ここに、だれもが生きがいをもって幸せに暮らすことができ、活力あふれる大阪づくりに向けて、府、府民及び事業者が協働して、文化の振興に力強く取り組むことを決意し、この条例を制定する。

（目的）

第一条　この条例は、文化が人々の生きがい及び創造力の源泉であることにかんがみ、文化の振興に関し、基本理念を定め、府の責務並びに府民及び事業者の役割を明らかにするとともに、文化の振興に関する施策の基本となる事項を定めることにより、それぞれの連携及び協力の下に、文化の振興を推進し、もって心豊かで潤いのある府民生活を実現し、個性豊かで活力のある地域社会の発展に寄与することを目的とする。

（基本理念）

第二条　文化の振興に当たっては、文化を創造し、これを享受することが人々の生まれながらの権利であることにかんがみ、府民が等しく、文化を身近なものとして感じ、これに参加し、又はこれを創造することができるような環境の整備が図られなければならない。

２　（略）

３　文化の振興に当たっては、府民、事業者並びに府外から通勤及び通学をする者等の自主的かつ主体的な活動が、文化を創造し、保存し、及び継承していくための原動力となることにかんがみ、これらの人々の活動を支援するとともに、大阪の文化を担う人材の育成が図られなければならない。

４―７　（略）

（府の責務）

第三条　（略）

２　府は、文化の振興を推進する上で市町村が果たす役割の重要性にかんがみ、市町村が文化の振興に関する施策を実施しようとする場合は、情報提供、助言その他の必要な支援の措置を講ずるよう努めるものとする。

　　　第三章　大阪府文化振興会議への諮問等

（大阪府文化振興会議への諮問）

第七条　知事は、あらかじめ、次に掲げる事項に関して、大阪府文化振興会議に諮問し、その意見を聴かなければならない。

一・二　（略）

（スポーツ文化の振興）

第十三条　府は、スポーツが、人々の健康を増進し、生きがいを高め、交流等を促進する文化的な役割を果たしていることにかんがみ、府民がスポーツに親しみ、楽しむことができるよう必要な措置を講ずるよう努めるものとする。

（学術文化の振興）

第十四条　府は、学術が文化の振興の基盤をなすことにかんがみ、学術の研究の振興に努めるものとする。

（都市の景観等の活用等）

第十六条　府は、風格ある都市の景観及び豊かな生活空間が文化の基盤をなすことにかんがみ、府民の生活及び文化の反映である都市の景観、歴史的景観及び自然景観の創造及び保全を図るとともに、これらを活用するため、必要な措置を講ずるよう努めるものとする。
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